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著名一般歯科臨床医および矯正歯科医の咬合論から，
明日の臨床咬合のヒントを探る
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　2015年12月に初刊行し，好評を得た
『咬合 YEARBOOK』の第２弾．今回は「咬
合と矯正歯科治療」をテーマとした３章構
成．１章の総論では，「矯正歯科治療と咬合
Q&A」と題し，矯正歯科に関する文献群か
ら，その咬合に対する種々の考え方を整理．
さらに「顎関節症との関連から矯正歯科治療
と咬合について考える」と題して，矯正歯科
治療による顎関節症の治療や予防について
考察している．
　２，３章では，矯正歯科医（２章）と一般
歯科臨床医（３章）が各自の咬合論，咬合と
矯正歯科治療との関係性，治療連携上の要
点を論述し，そのゴールを症例報告．
　本別冊により，矯正歯科治療における咬
合の共通項が浮かび上がり，明日の臨床の
ヒントになることが期待される．
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